
（R7.2.28 実施） 

令和６年度第２回鉾田市男女共同参画推進委員会協議結果まとめ 

 

内 容 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 議事 

【報告事項】 

（１）令和６年度鉾田市男女共同参画推進事業実施内容について 

  ⇒意見、質問については別紙のとおり 

 

  【協議事項】 

（１）第４次鉾田市男女共同参画計画の事業評価について 

・思春期保健の充実（子ども家庭課） 

・安全で安心できる居場所の提供（子ども家庭課） 

・男女共同による自主防災組織の運営支援（危機管理課） 

・結婚支援事業の充実（まちづくり推進課） 

⇒評価結果については別紙のとおり 

 

（２）令和７年度鉾田市男女共同参画推進事業（予定）について 

  ⇒事務局案のとおり承認。 

 

４ 閉会  



【報告事項】 

（１）令和 6年度鉾田市男女共同参画推進事業実施内容について 

委員からの主な意見・質問 

・高校 1年生向け講演会のアンケート結果について、「講演会を聞いて、男女が家庭・仕事にお

いて、ともに輝く社会は実現できると思いましたか」と「今回の講演会は、自分の将来につい

て考えるきっかけとなりましたか」の問いに「わからない」「どちらとも言えない」の回答者

数が中学生向け講演会と比べて多かったですが、その辺の要因などは分析しているのでしょう

か。 

⇒年齢が上がるにつれ、理解度が上がることが考えられますが、それに反している状況です。

要因については分析ができていませんが、大人になるにつれての思春期が関係していて、分か

ったとするのが恥ずかしいなどの要因があったのではないかと推測しています。 

・鷲田先生がここ何年間講演を行っていますが、鷲田先生が生徒等に対して何か気づいている

ことや感じていることはありますか。 

⇒特段、本市の生徒に対しての印象等の聞き取りを行ったことはございませんが、鷲田先生と

のやり取りの中で、「鉾田市」に魅力を感じてくれていると思うことが多々ありました。生徒

たちに対しては、住んでいるとなかなか気づけない街の魅力に気づいて欲しいとおっしゃって

いました。 

・講演会についての中学校の先生の意見として、「LGBT についての学習も含まれていて良かっ

たと思う」とありますが、「LGBT」とは何の略でしょうか。 

⇒「L」はレズビアン、「G」はゲイ、「B」はバイセクシュアル、「T」はトランスジェンダーの

ことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【協議事項】 

（１）第 4次鉾田市男女共同参画計画の事業評価について 

鉾田市男女共同参画計画の進行管理について（事業課ヒアリング） 

 

思春期保健の充実(子ども家庭課) 

概 要：将来の豊かな人生計画のため、健康な生活を送ることで次世代につなぐプレコンセプ

ションケアの周知啓発を図ります。 

事業の評価（評価者8名） 

評 価 
１ 取組事業が男女共同参画推進に有効であった 8 票 

２ 取組事業が男女共同参画推進に有効とは言えなかった 0 票 

評価に対する意見・理由 

◆ プレコンノートが学生に配布されているのは良い。男女のライフプランは、これからの年代の男女

には必要である。 

◆ 周知啓発ができていると思いました。 

◆ 男女で意識を共有することが大切であると考える。 

◆ 委員会において様々な意見が出たので良かったと思います（低学年への周知等）。 

◆ とても良いとは思うのですが、もっと小さいうちからの働きかけをしたほうがよい。その年齢に応

じた教育をしていったほうがよい。 

◆ 今、必要な事を話せたかなと思います！授業で新たに教科として加えるくらい、性教育については

低学年のうちから話していくべき。 

◆ 早い時期から自分の体について学ぶことで、体を大切にする心が芽生えると思うので、良い取り組

みだと思いました。 

◆ プレコンとしての知識が得られるため。 

 

実績値を踏まえた事業の今後について 

今後の方針 

１ 事業が効果的であったことから取組みの追加等更に発展させるべき

である（事業拡大） 
6 票 

２ 特に見直しの必要がなく今後も事業を継続すべきである（事業継

続） 
2 票 

３ 事業内容の見直し（改善）を行うべきである 0 票 

４ 事業実施を中止すべきである 0 票 

今後の方針を選んだ理由 

◆ 今後は、中学生にまで配布されるといいと思います。 

◆ 広報ほこたで毎回掲載するとよいのでは。 

◆ 委員から、意見が様々出ました。この事業の大切さを感じました。 

◆ 年齢に対応した取り組み内容を拡大してほしいと思いました。 

◆ 時代に応じ変化も必要である。基本的なことをしっかり伝えること、意識づけが大切。 



◆ これからの未来を担う大切な日本の資産。大切に育んでいかなくてはいけない。出生率も低下し、

一年で人口も和歌山県の人口に相当する数が減っています。なんとかしなくてはいけない。 

◆ 小学校に出向き、低学年のうちに、男性だけの仕事もなければ女性だけの仕事もないという事を話

していく。 

◆ 学校での親子での性教育授業があるとうれしいです。また、LGBTについてのお話等もあると良い

のかなと思いました（入っているのであればすみません）。少子化対策が目的であればむずかしいの

かもしれませんが、LGBT当事者がこの冊子をもらった時の気持ち等を考えてしまいました。 

◆ 目的は少子化対策だが、そのためのヘルスケアという点では、重要であるため。 

 

安全で安心できる居場所の提供(子ども家庭課) 

概 要：小学校就学児童を対象に、就労などにより日中家庭にいない保護者に対する子育て 

支援として、放課後等の児童の安全な居場所を提供し保護者が安心して働ける環境を

整備します。 

事業の評価（評価者8名） 

評 価 
１ 取組事業が男女共同参画推進に有効であった 8 票 

２ 取組事業が男女共同参画推進に有効とは言えなかった 0 票 

評価に対する意見・理由 

◆ 安全で安心できる居場所の提供で又、共働きが多い本市にとっても必要な事業であるので有効であ

る。 

◆ 就労する保護者に対しての子育て支援としては必要である。（女性が働きやすい環境を作るために） 

◆ 共働きの多い中、とても助かるシステムです。頑張っていただきたい。 

◆ めんどうをみる、お世話をする人員は足りているのであろうか？ 

◆ 学童の話は、いろいろなママ達から聞いたり、話したりしていたので話せてよかったです！南小学

童を快適にしてほしい！ 

◆ 共働き世帯にとっては、とてもありがたい制度だと思います。 

◆ 社会に男性・女性が多い世の中なので、拡充できるならしても良いと思う。 

◆ 当然に必要 

実績値を踏まえた事業の今後について 

今後の方針 

１ 事業が効果的であったことから取組みの追加等更に発展させるべき

である（事業拡大） 
8 票 

２ 特に見直しの必要がなく今後も事業を継続すべきである（事業継

続） 
0 票 

３ 事業内容の見直し（改善）を行うべきである 0 票 

４ 事業実施を中止すべきである 0 票 

今後の方針を選んだ理由 

◆ 鉾田南児童クラブ等の現状を伺い、今後の方向性をしっかり協議し、より良い事業として検討の必

要性を感じます。 

◆ 公立の児童クラブの充実。クラス内の環境の整備（大人数の対策） 

◆ 意見に出ました募集方法（5歳児健診や就学前健診時にアナウンスや案内をする）は、今後前向き



に検討いただければと思います。 

◆ これからも増えるであろう登録者人数。入って良かった・児童クラブ楽しいと思える場づくりに励

んで欲しいと思います。 

◆ 児童の人数制限を減らすわけにはいかないと思いますので、ギュウギュウの状況を変えていきた

い！ 

◆ 募集のタイミングを考慮していただきたいです。 

◆ 公立では鉾田北地区がないので、鉾田南・大洋と同じく、北にもあっても良いかと思う。 

◆ 情報の発信が悪いので、もっとアナウンスが伝えられるといい。 

◆ 長期休暇の短縮求む。夏休みの子どもの居場所（安全な）確保のため。 

男女共同による自主防災組織の運営支援（危機管理課） 

概 要：自主防災組織とは地域住民が「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識に基づ

き自主的に結成する防災組織です。女性が自主防災組織に参画することで、女性の 

視点・生活者の視点で子供から高齢者まで幅広い世代に配慮した活動が期待されま

す。そのため、あらゆる地域住民が活動に無理なく参加できる組織づくりを目指す 

必要があります。 

事業の評価（評価者8名） 

評 価 
１ 取組事業が男女共同参画推進に有効であった 4 票 

２ 取組事業が男女共同参画推進に有効とは言えなかった 3 票 

評価に対する意見・理由 

◆ 自主防災組織が機能すればとても素晴らしいものになると思いますので、ぜひ前向きに活動してい

ただきたいと思います。 

◆ 女性が入ると隅々まで目が届けると思います。着替えの時とか必要な物の手配など…。でも難しい

なあ。 

◆ むずかしい内容で、考えなければならない内容だなと思いました。 

◆ 地域の防災リーダー育成支援で、補助金の交付にて、53名の中で女性が7名あったというのは良い

事であり、今後も継続するといいです。 

◆ 女性の立場での自主防災組織の運営ができているように思えなかった。 

◆ 自主防災組織の組織がまだ実態化されていない。 

◆ 運営支援の取り組みを知っている人が少ないと思います。 

◆ 自主防災組織の知識が無いです。（評価不明として提出） 

実績値を踏まえた事業の今後について 

今後の方針 

１ 事業が効果的であったことから取組みの追加等更に発展させるべき

である（事業拡大） 
3.5 票 

２ 特に見直しの必要がなく今後も事業を継続すべきである（事業継

続） 
2.5 票 

３ 事業内容の見直し（改善）を行うべきである 1 票 

４ 事業実施を中止すべきである 0 票 

今後の方針を選んだ理由 

◆ 地域のつながりの強化。どこの家に誰がいるかを地域で把握して自助・共助・公助です。 



◆ まずは、となり近所からかなと。 

◆ 女性の視点での自主防災組織の必要性を感じますので、今後も課題はたくさんあると思うが、事業

を拡大してほしい。 

◆ 女性のリーダーが出て来る事が望ましい。 

◆ 女性目線の新たな考えが必要である。 

◆ 各地区に任せるだけではむずかしいと思います。女性への参加を考えるのであれば、学校の保護者

さんに協力してもらうのはどうでしょうか。 

結婚支援事業の充実（まちづくり推進課） 

概 要：鉾田市出会いコーディネートセンターを設置し、若年層に対して結婚の意欲を醸成す

るための情報発信や、婚活イベントの開催や交流会等による出会いの場を創出すると

ともに、いばらき出会いサポートセンターの利用促進等の結婚支援を実施する。 

事業の評価（評価者7名） 

評 価 
１ 取組事業が男女共同参画推進に有効であった 7 票 

２ 取組事業が男女共同参画推進に有効とは言えなかった 1 票 

評価に対する意見・理由 

◆ 様々課題があることが理解できましたが、とても有効であると感じました。 

◆ なかなか結果につながっていない。今後の課題が沢山ある。 

◆ 一生懸命考えている様子がわかり、素晴らしいです。一生に一度のことなので、時間をかけてカッ

プルを作っていかなくてはいけません。 

◆ 結婚された方がいるということは、一定の成果が出ているのではと思います。 

◆ 1 名の方が結婚した事はとても良かったと思います。 

◆ 少子化対策にも貢献した内容であります。 

◆ コーディネーターに男性もいてもよいのでは。 

◆ 何度も会うという意見はいいなと思いました。 

◆ 男女共同参画との関連がイマイチ不明だが、ゴールは少子化対策、その一環ではあると思う。 

実績値を踏まえた事業の今後について 

今後の方針 

１ 事業が効果的であったことから取組みの追加等更に発展させるべき

である（事業拡大） 
7 票 

２ 特に見直しの必要がなく今後も事業を継続すべきである（事業継

続） 
0 票 

３ 事業内容の見直し（改善）を行うべきである 1 票 

４ 事業実施を中止すべきである 0 票 

今後の方針を選んだ理由 

◆ 本市の将来にとって大変重要な事業であります。これからも前向きな発想で事業の成功をお願いし

ます。 

◆ 時代にあった婚活支援が必要。 

◆ 新しいイベントの開催。 

◆ 登録者を増やせる。 

◆ 楽しいこと、イベントを考え実施していくことが効果的だと思います。話すことが苦手な人も多い



ので、マニュアル作成し、共通の話しが出来るような雰囲気を作っていくことも大切なのかなあと

思います。 

◆ 女性の参加を増やすためには、イベント等を行うと良いと思います。（婚活を前面に出すと参加しに

くいので、イベントメインでアナウンスする） 

◆ 登録者を増やす試みが必要。 

◆ チラシを配って、まず知ってもらう事が大事かなと思います。 

◆ 鉾田市に移住、子育てにきてもらえる努力必要 

 

（２）令和 7年度鉾田市男女共同参画推進事業（予定）について 

⇒特に委員からの意見無く、事務局案のとおり承認 

 

 


